
グレーチング蓋の設置
• 異物の侵入を防止する。
• 取外しできる構造とするこ
とによって集水桝内の清掃
が可能な構造とする。

排水管接続部
• 集水桝の底面から距離を確保
し、堆積した土砂が排水管に
流れ込みにくい構造とする。

構内排水路逆流防止設備
• 津波の襲来により土砂が堆積
した場合でも開閉不可となら
ないように集水桝底面と適切
な距離（0.47m以上）を確保
して設置する。

グレーチング蓋の設置
• 異物の侵入を防止する。
• 取外しできる構造とすることに
よって集水桝内の清掃が可能な
構造とする。
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ワーキングチーム検証結果

ワーキングチーム検証結果（抜粋）

論点No.37

津波により、大量の土砂、泥などが防
潮堤を貫通している構内排水路に打ち
寄せ、目詰まりして構内の排水が出来
なくなる可能性があるが、大丈夫なの
か。

津波対策 －津波により打ち寄せる土砂・泥による構内の排水への影響－
ワーキングの詳細
はこちらから

（注）本資料は、ワーキングチームにおける論点及び検証結果を分かりやすく表現することを目的とし、できる限り平易な記載としています。

第19回ワーキング
（2021.9.24）で議論

構内排水路は、津波による土砂が敷地に
流入しないよう排水路出口に逆流防止設
備を設けていること、また、土砂が堆積
しても排水できるような構造になってい
ることを確認。

○発電所構内排水路の漂流物、土砂等への対策

• 入口側集水桝及び出口側集水桝にはグレーチング
蓋を設置し、異物の侵入を防止することによって
目詰まり等を防止

• 集水桝の排水管接続部は、桝内に堆積した土砂が
排水管に流れ込み、排水性が悪化すること等を防
止するため、底面から距離を確保

• 構内排水路逆流防止設備は、津波により打ち寄せ
た土砂が堆積した場合でも動作を妨げないよう、
底面から適切な距離（0.47m以上※）を確保

• 集水桝は、日常点検において桝内の土砂の堆積状
況等を確認し、速やかに土砂等を取り除くことが
できる構造とする。

排水管
拡大

※シミュレーションにより評価した、基準津波による
砂の堆積高さの最大値

発電所構内排水路の構造

排水の水圧で開、
津波の水圧で閉と
なり、排水路から
の逆流を防ぐ

排水 津波

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/gentai/anzen/nuclear/anzen/tokaidaini_wt_kekka.html

